
大月市第７次総合計画審議会 第３回議事要約 

 

日  時  平成２９年１１月２０日（月）午後７時から８時２０分まで 

場  所  市役所 ３階 委員会室 

出 席 者  審議会委員１９名 

副市長、総務部長、企画財政課長、 

企画財政課企画担当Ｌ３名 

欠 席 者  審議会委員７名 

 

１ 開会 

   第３回大月市第７次総合計画審議会を開催する。 

 

２ 議事 

（１）基本構想の修正箇所について 

【内容】 

第７次総合計画の基本構想の修正箇所について説明があった。 

「５．施策の大綱」の修正について、新旧対照表をもとに説明した。 

第２回審議会時にご意見いただいたものを修正し、委員に配付し、期日 

までに意見を求めたところ、特になかった。 

１１月１０日を締切りとした、基本構想のパブリックコメントを実施した

が、特に意見等なかったことを報告する。 

 

【会長】 

説明が終わったが、質疑等あるか。 

      なければ、基本構想については承認ということでよろしいか。 

    【委員全員】 

      異議なし。 

 

（２）基本計画の構成について 

【内容】 

第７次総合計画の基本計画の構成について説明があった。 

 

【会長】 

説明が終わったが、質疑等あるか。 

    【委員】 

      ６１頁の施策体系８．持続可能なまちづくりとあるが、６５頁の３）職員



の業務能力の向上とあるが、持続可能なでは、先がないイメージを受ける。 

      目標実現に向けてのまちづくりといった、明るいイメージの言葉を望む。 

職員の業務能力向上では、総合計画中にこの表現は適さないのではないか。 

例えば「即応性の高い行政経営」や、「人材を生かした行政経営」の方が、

職員が駄目であるという表現は適さないと考える。 

行政運営の充実とあるが、「市民に対して分かりやすい行政運営の充実」 

の方が適している。 

    【事務局】 

      持続可能なまちづくりは、ポピュラーな言葉かと事務局では考えていた。 

      ２回目の審議会開催時に意見があり、修正したところである。 

修正した基本構想を各委員に通知し問いかけたところ、意見が無かったた

め、この段階では修正できないので、ご了承願いたい。 

      施策体系と項目については、貴重な意見をいただいた。 

基本計画の中で定めていくので、意見を反映し、修正していきたい。 

    【委員】 

      もう１点は、市職員の業務能力の向上の部分で、「人材を生かした行政経

営」が言葉づかいとしてきれいではないか。以上、３点入れられたい。 

    【事務局】 

      意見は、①職員の業務能力の向上、②窓口機能の充実とあるが、項目を増

やすのか。 

【委員】 

  ①職員の業務能力の向上ではなく、「①即応性の高い行政経営」に変えら

れたい。職員の業務能力が無いと感じられてしまう。 

    【会長】 

      変更することを事務局で検討されたい。 

    【委員】 

      ６３頁から６４頁の③男女共同参画の推進とあるが、施策としては２項目

しかなく、内容的にさびしいものである。 

      女性活躍推進法も出来ており、県でも旗を挙げて女性の活躍を推進してい

るにも関わらずである。 

項目を見ると、推進しますや構築に努めますだけである。もっと女性が活

躍できるよう施策を載せられたい。 

５７頁には、「女性消防職員の採用による人員確保について積極的に取り

組む必要があると考えます。」とあるが、もっと女性の市職員を増やすこと

や、女性管理職を増やすといったことを掲載されたい。大月市は人口が減少

していく。女性が活躍しなければならないと考える。 



【事務局】 

      具体的な目標や計画をという意見から追加記述を検討し、提案したい。 

    【委員】 

      １２頁の上水道のところであるが、集落単位での経営のためとあるが、集

落単位以外で井戸水や沢の水を使用しているところが、市内には多くあるこ

とに触れていない。 

      個人で滅菌もしないで使用している部分に対し、救済をされたい。未加入

の世帯をどう救済してくれるのか。以前に簡易水道計画が作られているが、

進んでいないように感じる。計画と救済の整合性をとられたい。 

    【事務局】 

      水道については、市内全域での計画を載せられたいというご意見であるが、 

未加入世帯等のということであるが、担当課と関連する中で、記述を検討し

ていきたい。 

    【事務局】 

１３頁③、④は、重複して掲載されているため削除されたい。１７頁に移

動したものを有効とする。 

    【委員】 

      ４３頁の現況と課題の部分であるが、各種の教室は昔行っていた生徒が今

も教室を持って行っている。４３頁下段については、体育協会の記述である。 

      「発表の場を提供しています。」とあるが、場所を借りるには費用を要し、 

大月市より都留市の方が安いため、都留市で場所を借りている団体もある。 

場所があるから使えということではなく、心豊かにということであれば、

安く借りられるようにされたい。文化協会は、下部組織として約１４０グル

ープがあるが、グループが使うには割引が無い。「発表の場を提供している」

という記述には疑問である。 

【会長】 

文化協会の記述がないことと、文化的な行事に費用を要することか。 

【委員】 

市民会館の使用料は、文化協会で使う場合は半額、下位組織のクラブは全

額負担である。他市より高いことは事実である。教室を中央公民館や市民会

館事業で行えば、無料である。 

【事務局】 

      「発表の場を提供」の表現は検討したい。 

      市民会館・中央公民館の使用料等、文化協会、文化教室、公民館主催事業

については、担当課と話しをする中で、反映できるものについては、記述し

ていきたい。 



体育協会があり、文化協会の記述がないことについても、担当する社会教

育課と検討したい。 

    【委員】 

      基本計画の作り方として、《現況と課題》があり、《施策項目》があり、細

かい施策が書いてあるが、第６次総合計画の際は、目指すべき姿や目標があ

った。 

      例えば２０頁や２１頁であるが、目的が健康寿命を延ばすことであるが、 

フレーズとして分かりやすく、目標や目的、目指すべき姿を記載する必要が

あるのではないか。 

計画書を見て、何を目的にこの事業を行っているのか、よく読んでもなか

なか見えてこない。現況と課題は書いてあるが、どこを目指すかが書いてい

ないので、書かれたい。 

基本構想の中の、最初に目指すべき姿は抽象的なことが書いてあるが、施

策の体系部分、「２）健康増進の支援と健診の充実」は、健康寿命を延ばす

ためであるということがあり、課題は受診率が低いからといった数値を掲げ

てこれを改善していくために、このような取り組みをしていきますという構

成で見直す必要があると感じる。 

２件目は、目的の中でも優先順位をわかる表記を付けて欲しい。 

総花的でどれから手をつけたらいいかがわからないのが、総合計画のこれ

までの欠点である。目指すべき姿や目的で、まずは何から手を付けるのか、

優先順位付けがみられないので、どれから手をつけるかわからない、どれが

最重点目標なのか、表記してほしい。 

【事務局】 

      《現況と課題》の中で記述しているだけでは、目標が見えてこないという

意見であろうかと思うが、表記については、研究させてもらいたい。 

優先順位については、目標指標を掲載していないことから、検討する中で、

入れていきたい。 

【委員】 

      差し替え資料２２頁の施策体系が８項目に分かれているが、例えば、目指

すべき姿が８項目であるが、目標として「目指すべきまちの姿」とすれば、

１）便利で賑わう、２）緑や水と、７）安全で安心な、がハード整備の面で

並列ではなく同じくくり方にできる。 

「まちの姿」とし、このようなまち目指すとできる。子育てするには、世

帯の収入を増やすことが必要であり、「産業の姿」として、６）活力あるが

当てはまる。 

「ひとの姿」では、３）健やかに、５）豊かな心が育つ、がくくれる。 



並列ではなく、これとこれは同じ方向を向いているのであるから、重複す

る部分が出てくることから、その部分も考えられたい。 

    【会長】 

      目指すべきまちの姿は、全体がそうではないか。 

      施策体系が８項目に分かれているが、くくりを分けたらどうかという提案

意見か。 

    【委員】 

      ハード整備での「まち」について言っている。 

例えば、立地適正化計画や、都市計画マスタープランといったハード整備 

     のことは、それらに書いてあるので、沿わなければならない。ハード整備に

ついての目標はある。それ以外の計画が総合計画と考える。 

      心豊かなまちが育つや、人がどう変わってほしいか、文化や教育をひとく

くりに目標を立てていく。産業をどう育てていくか目標をたて様々な施策が

ぶら下がって行くようにしていけないか。イメージで話しているので、この

部分を修正してということではないが、加味して、８つの施策体系を並列で

はなくて、くくれるものはくくることができないか。 

    【会長】 

      差し替え資料１９頁の施策の大綱でまとめられているのではないか。 

      「賑わうまち」、「水」、「健康」、「産業」というようにくくられているので

はないか。 

    【委員】 

      そのくくりであれば、８つについての目標を立てるべきではないか。 

      目標、目的が全て括弧に重ならないでまとめられるようであれば、それで

構わない。 

目的が重なるものが多くあると考え、目的が重なるのであれば同じにされ

たいということである。 

    【事務局】 

      施策体系に基づく基本的な目標をという意見であるが、第６次総合計画に

おいても再掲として施策が重複していた。 

      １つの反省点として重ならないような形で、行政の総務費、民生費、教育 

費といった体系になるべく分け、８つの施策の体系を作った。 

      行政の目的は、市民の幸せであることから、目的や結果は同じところにな

ってしまう部分で目標を定める際に重なる部分は生じる。 

基本構想の中では、施策体系を掲げ、基本計画の中で８つの項目について

検討したい。 

 



    【委員】 

      ５３頁の１）防災体制の整備について、防災教育の推進が、学校教育に入

るのか、防災体制の整備に入るのか、両方に入るのか。 

教育基本法が平成１８年に改正され、防災教育が新たに取り入れられ、重

要課題として国でも取り入れられ、大月市としては、５４頁に「防災計画や

避難所運営マニュアルを小中学校の管理者に対し、作成を促進します。」と

あるが、紙で依頼するのではなく、他都市においては、防災訓練や実務訓練

を地域の住民と合同で実施している。 

そのような対応をしないと、学校の統廃合によって、保護者が迎えに行っ

た時、親が迎えに行くまでの２泊、３泊要する場合、学校の先生達だけでは

面倒を見られない。 

実務訓練的なことも指導要録に入れてはどうか。 

【事務局】 

      担当部署と意見を研究したい。 

    【委員】 

      全体を通して目標がない。 

      きれいごとだけ入れるのか。５年の計画であるから、どのような方向でい

くか、病院、上下水道、幼稚園・保育園を検討するぐらいは入れておかれた

い。 

林業・農業は少ない。男女平等や協働も記述が少ないのではないか。 

    【会長】 

      具体的にどの部分か。何頁か。 

    【委員】 

      それぞれへ検討すると記述されたい。方向性をどこに入れるのか。 

      例えば中央病院は答申が出ている。問題を差し置いて、きれいごとだけで

いけるのか。検討していきますと載せて置かなければ、話し合いも出来ない。 

    【事務局】 

      病院、福祉部署と確認する中で、表記について検討したい。 

    【委員】 

      ４３頁の５）生涯学習の推進とあるが、生涯学習は何のためにするのか、

ただ「生涯学習活動が行われています」だけではなく、生涯学習もスポーツ

も同じであるが、文化のため、各々が文化活動をしているのは何のためかと

いうと、長寿、健康が大きな目標である。 

楽しく市民生活を送りながら好きなことをして、歌やダンスやスポーツを

したりということが、生涯学習の楽しみであり、健康につながる。 

目的別にくくると文化活動も、健康維持につながるのではないか。何か加



えておかれたい。 

    【事務局】 

      生涯学習の部分については、表現を健康につながると検討したい。 

    【委員】 

      ５７頁から５８頁であるが、「②組織体制の充実・強化」について、「女性

消防職員の登用及び効率的な人員配置」とあるが、女性消防職員だけでなく、

女性消防団員も行政の方からバックアップされたい。 

      今現在、消防団員が８３６名おり、女性消防団員が１人おり、市役所職員

である。一般の職業の方はいないので、触れられたい。 

【会長】 

  市職員の他に、女性消防団員をということか。 

【委員】 

      男性の消防団員は年々減少している。ピーク時の１，２００人から８３６

人に減っている。毎年２０人前後減少している。５８頁の「消防団員不足解

消に向けた組織機構改革」は、消防課で行っていくのか。 

【事務局】 

      消防課で行っていく。 

団員も減少する中で、男女問わず女性の活躍の場もという意見であるが、

消防課・消防本部と検討する中で、表現を考えていきたい。 

    【会長】 

      他にあるか。無ければ、事務局から今の議事に対するまとめはあるか。 

【事務局】 

      本日まで、第３回審議会を開催したところである。次第２．（２）基本計

画の構成についてが、ポイントであった。 

皆さんに事前に配付した基本計画については、３０年２月までには決定し

たい。 

これから議論する中で、意見をいただきたい。本日の皆さんからのご意見

を元に練り直すところは練り直し、今までのものについてそのまま進めるの

であれば、説明が必要であると考える。次回までにまとめて資料を提示した

い。 

次回は、委員から意見があったが、今後の指標を出して行きたい。 

     皆さんに見ていただきながらご指摘願いたい。 

      本日、委員からあった、市政を運営するにあたっては、縦・横の組織があ

り、分類できないものもある。 

      委員から、生涯教育を推進することは健康につながる、総合計画の中で、

何をメインにするか、「健康」は健康という項目があり、社会教育や生涯教



育という言葉もある。 

総合計画は、市役所だけでなく、市民の皆さんも行っていただくわけであ

るが、市役所の作り方として、組織割りや予算割りにしておく方が作業がし

やすい部分はある。 

総合計画は、８分類に分かれているが、目的は１つであることから、色々

な角度で目的を達成するため、一番近いものを項目の中に落とし込んでいき

たい。 

 

（３）今後のスケジュールについて 

【内容】 

総論・基本構想は、１２月議会に提案し、議決のうえで基本計画策定を進

める。次回第４回は１月中旬以降に開催し、２月中旬に第５回目を開催する

予定である旨の説明があった。 

 

３ 閉会  

  第３回大月市第７次総合計画審議会を閉会する。 


